
覧古考新 : 古い事柄を顧みて、新しい問題を考察すること
～岡谷の歴史を深く思い、岡谷の今を重ね、岡谷の未来が拓けるような市史をめざして～

広報誌などから旧市史（岡谷市史下巻1982(昭和57)年刊行.編年：昭和20年～
昭和53年）以降の岡谷市のできごとを中心に、
テーマを設けてシリーズとして拾っていきます。
今回は学校関係～中編～です。３ページあります。

西暦 元号 月 岡 谷 市 の お も な で き ご と 世の中のできごと

2007 平成19 3 岡谷工業高校定時制の閉校記念式典が行われ、 全国学力・学習状況調査を開始

64年の歴史に幕 (全国の小6、中3対象)

改正教育職員免許法公布 教員免許更新制を

3 上の原小学校建物等災害復旧工事が竣工 定める

12 市内４中学校代表による初の「子ども議会」を開催 平成20年 学習指導要領改訂「確かな学力」

2009 平成21 6 県教委が「第１期長野県高等学校再編計画」を策定 文部科学省「学校における携帯電話等の取扱い

等について」を通知。児童生徒の小・中学校へ

8 姉妹都市児童交流が始まる （R5年度で12回目 R2,3,4は中止） 携帯電話の持ち込みを原則禁止

12 市内中学校の不登校児童生徒支援チーム発足 県内全小学校の全学年で30人規模学級を実施

12 川岸小学校に放課後子ども教室を開設 平成22年 公立高校の授業料無償化

2011 平成23 4 教育総務課内に「子ども総合相談センター」を開設 平成24年 中学校での武道必修化開始

30人規模学級を中学校1学年に導入

7 岡谷市小中学校教職員悉皆研修 初の開催 （平成25年に県内全ての中学校の全学級）

2014 平成26 9 岡谷市教育委員会主催で第1回学校統合推進委員会開催 御嶽山が7年ぶりに噴火

（以後12回開催）

新たな教育行政制度の開始に伴い、 マイナンバー制度がスタート

2015 平成27 4 岡谷市総合教育会議を設置

世界体操、日本男子が37年ぶり金メダル

5 「岡谷市いじめ防止等のための基本方針」を策定

国産初のジェット旅客機、初飛行成功

12 小中学生代表による「いじめ根絶子ども会議」開催 2016年

2016 平成28 3 岡谷小学校閉校式 学校統合推進

委員会だより

3 たちばな幼稚園で閉園式 最終号

4 岡谷市３小学校統合記念式典

（岡谷小、田中小、神明小） 市教育委員会教育総務課

12 川岸小の放課後居場所づくり事業「とちっ子ひろば」

が文部科学大臣賞受賞 右写真2枚：2023（令和 5）年市史編さん準備室撮影→

2017 平成29 5 教育委員会内に小中学校教諭に対する

学習指導や助言を行うアドバイザー設置

7 岡谷田中・神明両小学校でものづくり、ロボット学習が

始まる

2019 平成31 2 第2期岡谷市教育大綱を策定 ゴルファー渋野日向子選手が全英女子オープン

令和 1 ・市内全小中学校にエアコン設置が完了 初優勝

準備室だより『覧古考新』No.10
ら ん こ こ う し ん

岡谷市教育委員会生涯学習課

岡谷市史編さん準備室 編集・発行

2024(令和6)年 2月ー①

シリーズ 岡谷市史下巻以降のおもなできごと ⑥ 学校 ～中編～

（次の年表は後編に続く）

照光寺寺内地
『岡谷小学校発祥の地』

「岡谷小の学燈は、確実に岡谷田中小、神明小へと受け継
がれていくことでしょう。永遠の学燈として・・・。」
（前岡谷市教育長、元岡谷小学校校長 岩本 博行先生)

＜岡谷小学校閉校記念誌「発刊に寄せて」より＞
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左写真：2023（令和5）年市史編さん準備室撮影
右写真出典：「142年間ありがとう岡谷小 岡谷小学校閉校記念誌」2016(平成28)年 岡谷小学校発行 p.2

岡谷小への道 ‘３番道’ ‘間下道’とも呼んだ。 雪の朝、職員は道下の間下区民
センターをお借りして駐車し、下から雪かき。６年生は学校から道下に向かって雪を
かいて合流。給食の食材を積んだ車のために、６年生は意気に感じて雪をかいた。
伝統の力が懐かしい。 2023（令和5）年市史編さん準備室撮影及び聞き取りによる



＜小学校＞ 昭和22年度～新学制「６・３・３・４制」開始

昭和16・4 昭和22・4 昭和30・2（昭和30年川岸村が岡谷市へ編入）
＊ 各校の校舎増改築については省略

川岸村立川岸国民学校 川岸村立川岸小学校 岡谷市立川岸小学校

上部（山校）
昭和39.3.23 安十分校閉校 統合

岡谷市立岡谷国民学校 岡谷市立岡谷小学校
平成28.3 岡谷小学校閉校

下部（下校） （１・２年生通学） 昭和34.12.19 山校・下校合併
平成28.4 岡谷田中小学校

岡谷市立田中国民学校 岡谷市立田中小学校 統合新設・一部分離（間下の一部・樋沢）

岡谷市立小井川国民学校 岡谷市立小井川小学校

岡谷市立中央国民学校 中央部校

昭和40.4 神明小学校
昭和43.3．2 新校舎落成式

今井部校
統合新設 今井・小井川の一部

岡谷市立今井国民学校 昭和48.4 上の原小学校
昭和32・4（昭和32年長地村が岡谷市へ） 横川・中村の一部

長地村立長地国民学校 長地村立長地小学校 岡谷市立長地小学校

昭和30・1
昭和33年東山田・東町下諏訪へ編入

湊村立湊国民学校 湊村立湊小学校 岡谷市立湊小学校
昭和48.9．1 新校舎落成式

（昭和30年湊村が岡谷市へ編入）

1973(昭和48)年
7月31日 旧校舎で一学期終業式,校舎とお別れ

諏訪湖埋立地へ新校舎竣工．移転
8月20日 新校舎で二学期始業式
1974(昭和49)年
3月1日 開校100周年・新校舎落成記念式典

湊小学校跡の碑
（岡谷市湊公民館隣）

2023（令和 5）年市史編さん準備室撮影 上写真・沿革出典：「湊小学校開校百二十周年記念誌」p.31.38.39

1993（平成5）年 湊小学校発行

湊小学校跡地より開校150年を迎えた湊小学校を望む
2023（令和 5）年市史編さん準備室撮影

＜中学校＞
昭和22・4 昭和22年度～新学制「６・３・３・４制」開始

長地小学校に併設 長地村立長地中学校 岡谷市立岡谷東部中学校
昭和40・4～新校舎（現在地）

昭和33・4 統合新設～新校舎

川岸小学校に併設 川岸村立川岸中学校 岡谷市立川岸中学校

岡谷市立岡谷西部中学校

中央国民学校高等部の 岡谷市立中部中学校 岡谷区

校舎使用
（昭和22 間下・岡谷）

間下区

現在地に校舎新築 岡谷市立岡谷北部中学校
（昭和22 今井・小口・小井川・西堀） （昭和33 今井・間下・小口・小井川・西堀）

岡谷中学校校舎使用 岡谷市立岡谷南部中学校
昭和36・6～新校舎（現在地）

（現岡谷南高校）に併設
（昭和22 下浜・小尾口・上浜・新屋敷） （昭和33 下浜・小尾口・上浜・新屋敷・湊）

平成29年度より

（現南部中学校地へ）
岡谷区が編入

湊小学校に併設 昭和23・2 校舎新築・移転 湊村立湊中学校 岡谷市立湊中学校

校章出典：岡谷市ＨＰ市内小中学校紹介ページより 校歌：各学校への確認、了解の元に掲載

岡谷市立中央小学校

岡谷市立今井小学校

変遷図：2023（令和5）年 岡谷市史編さん準備室作成

参考文献：岡谷市史下巻ｐ.481-508 1982（昭和57）年 岡谷市刊、

副読本「わたしたちの岡谷」ｐ.80-81 2023（令和5）年 岡谷市教育委員会発行

市内小中学校の変遷（昭和１６年～）

作詞 勝 承夫

作曲 平井康三郎

山のみどりを

ながれに乗せて

ゆくよ天竜 伊那路はるかに

はつらつと 大志を胸に

さきがけて 世界を目指す

われらに燃ゆる 自立の精神

西部中学 岡谷の誇

作詞 小口 白湖
作曲 今井 光也

朝日輝く八が嶺の
姿映ろふ諏訪の湖
学びが丘につどひたる
われらの瞳清らかに
高き理想に燃ゆるなり

作詞 山岡 勝人

作曲 鵜飼 貞方

みどりよ輝け
朝の風に

われらは若し つねに若し

見よ八嶺の そびゆるところ

培う校風 日に日に新

作詞 山岡 勝人
作曲 保坂 泰正

雲白く流るるかなた
向かいたつ八つの峰々
仰ぎてぞここに勢えり
おおわれら南部中学
光ある歴史を継がん

わが母校・わが校歌～中学校編～

左から

北部中

東部中

南部中

西部中

昭和４５年頃の湊小学校



川岸村立川岸小学校・川岸中学校（右側校舎） 旧安十分校跡地（岡谷市川岸 駒沢区）
＜安十分校沿革＞

・1874(明治7)年1月駒沢昌福寺内

に駒沢学校創設

・以後、駒沢派出所、安十尋常小

学校・安十仮教場、安十分教場、

安十分校と校名改称

・1964(昭和39)年3月23日閉校式

1年生23名、2年生22名

90年の歴史を閉じる 写真：2023（令和 5）年 市史編さん準備室撮影

・4月新学期から川岸小へバス通学となる。

現行の市内小中学校

通学区はこちら

通学区域地図もあるよ

1958（昭和33）年3月中部中学校と合併 岡谷市立岡谷西部中学校創設 市ＨＰ おかや子育てマップへ

旧湊中学校（撮影年不詳） 改築前の南部中学校（昭和56年）

1948(昭和23)年2月1日 現南部中校地に県下に先がけて独立校舎として新築 1952(昭和27)年7月28日湖畔埋め立て工事着手

1960(昭和35)年3月20日 湊中学校廃校式 湊中卒業生49名 1961(昭和36)年3月13日

南部・湊両校の総合合同生徒総会開催

3月23日新南中ＰＴＡ創立総会 南部中卒業生156名

新岡谷市立岡谷南部中学校

1961（昭和36）年 4月25日南部中 ＰＴＡ総会

6月 5日 新校舎竣工検査

6月 7日 新校舎移転（3日間）

6月12日 新南部中学校発足 湊中生徒と旧南部中生徒の新校舎での初授業日

旧湊中学校・旧南部中学校沿革・写真2枚出典：「創立四十四年 合併三十周年の歩み」 1990（平成2）年10月25日 岡谷南部中学校発行

校歌：各学校への確認、了解の元に掲載
校章出典：岡谷市ＨＰ 市内小中学校紹介ページより

手前：天竜川 木造の‘通学橋’や小学校のシンボル 樅の木が見える

昭和３６年６月１２日を開校記念日とする
岡谷市立岡谷南部中学校

昭和２７年１月撮影

旧湊中学校 （旧）南部中学校

わが母校・わが校歌～小学校編～

まど・みちお 作詞
竹内 邦光 作曲

うえのはら かぜひかる すわこのおか
ここでしったのだ ふるさと ちきゅうの
うつくしさを うたえ うたえ うぐいす
むねは ふくらむ うつくしい
うつくしい あしたへ

山岡 勝人 作詞
小口 正夫 作曲

照る日にはゆる 八ヶ岳
学びのまどに あおぎつつ
心もたけく すこやかに
励まん我ら 日に朝に
おお 湊 湊 かがやく母校

唐沢史比古 作詩・作曲

あそぼう！湖が光るよ
つながる 山が高いよ
この道 この街 この景色
ここが ここが 故郷
大空 翔けていこう
やさしく たくましく
流れる 風をうけ
飛びたて 今
高く たかく

勝 承夫 作詞
下總 皖一 作曲

つらなる山と 湖と
楽しく晴れる 諏訪の空
新鮮な この空気
胸いっぱいに 吸いこんで
わが小井川に のびゆくわれら

勝 承夫 作詞
竹内 邦光 作曲

山をうつして 湖は
しずかに 清く 大らかに
こどもの 夢も ひろがるところ
信濃の力 ここに湧く
神明の庭 われらの誇

小林 純一 作詞
石桁 真礼生 作曲

あおげば 富士山 八ヶ岳
のぞめば 諏訪湖 天龍川
ああ ああ ゆたかな自然にかこまれて
風も かがやく この校舎
長地 長地 長地小学校

校章に込められた願い

やいわれを調べてみる

のもいいね！

勝 承夫 作詞
平井 康三郎 作曲

楽しい光よ 高尾の空を
仰げば力が わいてくる あふれ出る
つつじの花も 美しい
平和な故郷 川岸に
そだつわれらは 元気な若鳥

上段左から 上の原小・小井川小

・神明小・岡谷田中小

下段左から 湊小・川岸小・長地小

上記沿革参考文献：岡谷市史下巻ｐ.494 1982(昭和57)年 岡谷市刊 ・ 「川岸小学校百年史」 1974(昭和49)年 川岸小学校発行
左写真：「川岸小学校百年史」 口絵写真 1974(昭和49)年 川岸小学校発行


